
   

『学校(園)の教育目標』 

多様な人とかかわる中で、自他のよさを認め合い、協調して学び、新たな自分を発見できる子どもの育成 
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２学期の学校運営の評価にあたり、保護者の皆様に、ご協力をいただきアンケートを実施い

たしました。お忙しい中、誠にありがとうございました。 

１月１０日に実施した別府市学力調査結果に基づいた成果と課題を明らかにして、今後の

学校経営に生かしていきたいと思います。 

一部ですがご紹介します。 

●肯定的回答が最も低いもの。 

・小学部 

「子どもは、読書好きに育っている」→７３％。 

・中学部 

「子どもは、学習に対して、あきらめず、粘り強く努力している」→７５％ 

しかし、両方とも 1 学期末の同アンケートの数値よりも上昇。 

〇肯定的回答が最も高いもの。 

・小学部 

「家庭では、子どもの良いところをほめたり、励ましたりすることが、週 1 回以上ある」 

→１００％（1 学期末同アンケートも１００％） 

・中学部 

「子どもは、友だちに対するやさしい言葉かけなどができる」 

「子どもは、家で学校や先生・友だちのことについて話をする」 

「学校は、通常授業や朝夕授業で基礎基本の定着を図っている」→いずれも 100％ 

●1 学期末同アンケート項目と比較し、下落率が最も高いもの。 

・小学部 

「子どもは、家庭学習にきちんと取り組んでいる」９３．８％→８１．１％ 

・中学部 

『子どもは、「自分にはよいところがある」と思っている』９０．５％→８１．３％ 

※肯定的回答とは、質問に対する回答が「そう思う」「まあそう思う」のことです。 

本日の全校朝会にて生徒会健康部から、ノーメディアウィーク（2/17～2/21）の提案がありま

した。これは、ゲーム、スマートフォン、ユーチューブ等電子メディアを使わない、電子メディア

をなるべくさけるようにする日や時間帯を決めることです。目の疲労、遅寝、睡眠不足などの基

本的な生活習慣を改善するために活用します。児童生徒がそれぞれの観点（時間帯等）で、

チャレンジしますので、ご家庭でも、ご相談の上、ご理解とご協力をお願いします。 


